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本
橋
由
美
子
（
本
橋　

宏 

29

−

航
襲
）

　

昨
年
十
月
十
一
日
に
父
が
99
歳
で
永
眠
し
ま

し
た
。
生
前
父
の
シ
ベ
リ
ヤ
抑
留
の
記
を
掲
載

し
て
頂
き
、
と
て
も
励
み
に
な
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。
亡
く
な
る
一
カ
月
前
ま
で
車
椅
子
で
は

な
く
、
歩
行
器
を
使
っ
て
自
分
の
足
で
歩
い
て

い
ま
し
た
。
足
腰
が
弱
ら
な
い
よ
う
に
廊
下
を

往
復
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
大
変
な
事
も
多

か
っ
た
人
生
で
す
が
、
晩
年
は
と
て
も
穏
や
か

で
周
り
の
方
に
も
恵
ま
れ
、
安
ら
か
に
旅
立
ち

ま
し
た
。
寒
さ
厳
し
き
折
、皆
様
も
お
大
事
に
。

富
岡
孝
利
氏
を
偲
ぶ
　（
8

−

3
航
戰
）

　
　
　
　
　
　

神
保
明
生
（
二
世
会
幹
事
）

　

老
い
て
も
満
洲
事
変
な
ど
色
々
な
研
究
を
続

け
て
お
ら
れ
、
私
は
教
え
ら
れ
る
事
が
多
か
っ

た
。
ま
だ
ま
だ
伺
い
た
い
事
が
あ
っ
た
の
に
、

天
寿
を
全
う
さ
れ
て
、
も
う
会
え
な
く
な
っ
て

し
ま
い
残
念
至
極
で
す
。
生
前
の
謹
厳
端
正
な

お
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

　

今
は
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
の
み
で
す
。

近
畿
二
世
会
報
告

　
　

久
保
田
恵
一
（
4

−

3 

歩
兵
・
薫
長
男
）

　

昨
年
11
月
25
日
二
世
会
を
恒
例
の
梅
田

『
ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー
』
で
実
施
し
ま
し
た
。

二
世
会
の
メ
ン
バ
ー
4
名
に
加
え
、
二
世
片
山

ち
ど
り
さ
ん
の
母
上
千
智
様
（
26

−

2
航
戰
・

省
三
夫
人
）
と
東
京
望
台
会
の
神
保
様
に
も
参

加
し
て
頂
き
、
総
勢
6
名
で
ド
イ
ツ
ビ
ア
ホ
ー

ル
の
多
彩
な
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
楽
し
く
開

催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
は
2
年
半
に

亘
る
闘
病
生
活
の
後
に
令
和
6
年
3
月
5
日
に

亡
く
な
ら
れ
た
近
畿
二
世
会
事
務
局
長
の
寺
田

哲
也
氏
（
26

−

2
航
爆
・
富
美
雄
長
男
）
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
今
後
の
業
務
継
承
に
つ

い
て
以
下
の
事
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

近
畿
二
世
会
の
会
計
業
務
は
久
保
田
が
引
き

継
ぎ
ま
す
。（
寺
田
さ
ん
か
ら
2
月
に
会
計
残

金
20
万
5
1
6
8
円
を
振
り
込
ん
で
頂
い
て

い
ま
す
）
会
費
原
資
の
殆
ど
は
寄
付
金
に
依
る

も
の
で
、
ご
寄
付
頂
い
た
方
の
ご
意
向
も
あ
り

二
世
会
費
用
に
充
当
致
し
ま
す
。
近
畿
二
世
会

は
、『
望
台
会
』
の
近
畿
グ
ル
ー
プ
と
し
て
年

2
回
ベ
ー
ス
で
行
な
い
懇
親
を
図
り
ま
す
。
従

来
通
り
年
末
に
旧
懇
親
会
メ
ン
バ
ー
に
陸
修
偕

行
社
カ
レ
ン
ダ
ー
を
返
信
葉
書
と
共
に
送
り
ま

す
。
昨
年
は
陸
士
近
畿
59
期
健
在
の
証
と
し
て

靖
國
神
社
み
た
ま
ま
つ
り
に
献
灯
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
最
後
に
、
陸
士
の
伝
統
を
引
き
継

ぐ
近
畿
偕
行
会
行
事
に
は
出
来
る
だ
け
参
加
し

て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　

ご
逝
去
を
悼
み
謹
ん
で
ご
冥
福

訃　

報

　
　
　
　
　
　

を
祈
り
ま
す
。

富
岡
孝
利
様　
（
予
2
／
2
航
戦
）

令
和
6
年
12
月
16
日

ご
遺
族　

長
男　

孝
行
様

六
十
期（
士
60
期

軍
6
期

経
9
期

）担
当
者

川
島　

順

　
「
陸
士
60
期
生
会
世
話
人
会
10
年
間
の
歩
み
」

に
つ
い
て
は
、
甲
斐
啓
一
君
が
偕
行
誌
花
だ
よ

り
令
和
6
年
11
月
1
・
2
月
号
に
詳
細
に
述
べ

て
お
り
、
又
、
陸
士
60
期
生
会
の
世
話
人
会
を

令
和
7
年
3
月
末
に
解
散
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
偕
行
誌
花
だ
よ
り
令
和
7
年
1
・
2
月
号
に

掲
載
致
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
令
和
7
年
4
月
以
降
の
世
話
人
会

の
運
用
及
び
偕
行
誌
花
だ
よ
り
へ
の
投
稿
は
、

北
野
達
也
君
（
1-6
故
北
野
典
爾
の
ご
子
息
）
及

び
杉
正
治
君
（
9-8
故
杉
正
憲
の
ご
子
息
）
を
中

心
と
す
る
二
世
会
に
お
願
い
す
る
事
に
い
た
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
花
だ
よ
り
の
投
稿
に
つ
い

て
は
父
親
か
ら
の
伝
承
が
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ

ま
す
が
原
稿
作
成
に
は
か
な
り
の
苦
労
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
同
期
生
の
ご
支
援
を
お
願
い
致

し
ま
す
。陸

士
60
期
生
世
話
人
会
代
表　

川
島
順

六
十
一
期（
士
61
期

軍
7
期

経
10
期

）担
当
者

鈴
木　

邦
彦

　

春
爛
漫
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
朝
霞
の
駅

か
ら
振
武
台
北
門
ま
で
の
桜
並
木
を
、
点
呼
の

ラ
ッ
パ
に
間
に
合
う
よ
う
桜
吹
雪
に
お
さ
れ
な

が
ら
駆
足
で
戻
っ
た
記
憶
が
甦
っ
て
参
り
ま

す
。
久
し
振
り
の
自
宅
な
ど
身
寄
り
の
家
で
腹

一
杯
に
ご
馳
走
に
な
っ
て
重
く
な
っ
た
身
体
を

引
き
ず
っ
て
の
駆
け
足
は
、
完
全
軍
装
を
し
て

の
駆
足
行
軍
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
ぬ
き
び
し
さ

だ
っ
た
の
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
身
心
共
に
成

長
の
盛
り
だ
っ
た
80
年
前
の
記
憶
の
一
つ
で
す
。

　

そ
し
て
多
く
の
同
期
生
が
白
壽
に
達
し
よ
う

と
し
て
い
る
今
、
一
日
一
日
を
大
切
に
生
き
て

行
く
こ
と
が
何
よ
り
と
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
そ
の
思
い
を
確
か
め
る
た
め
に
も
6

月
7
日
（
土
）
の
「
ろ
く
い
ち
会
」
に
は
奮
っ

て
参
加
願
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

ご
逝
去
を
悼
み
謹
ん
で
ご
冥
福

訃　

報

　
　
　
　
　
　

を
祈
り
ま
す
。

小
川　

裕
君 

経 

2　

6
・
2
・
20

　

ご
遺
族　

長
女　

尚
子
様　
　
　
　

山
口
県

垣
野
啓
一
君
�
3-4　

6
・
12
・
9

　

ご
遺
族　

長
男　

博
人
様　
　
　
　

三
重
県

岩
瀬
辰
三
君
⑫
4-6　

7
・
1
・
14

　

ご
遺
族　

令
子
夫
人　
　
　
　
　
　

千
葉
県

北
海
道
偕
行
会
全
道
大
会

事
務
局
長　

細
島　

邦
夫　

陸
自
73

　

北
海
道
偕
行
会
は
、
第
79
回
北
海
道
偕
行
会

全
道
大
会
を
、
ご
来
賓
に
北
部
方
面
総
監
部
幕

僚
副
長
・
木
之
田
陸
将
補
、
講
師
に
元
中
国
防

衛
駐
在
官
・
元
第
10
師
団
長
の
宮
嵜
泰
樹
氏

（
陸
自
78
期
）
を
お
招
き
し
て
、
令
和
6
年
12
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月
8
日
「
ネ
ス
ト
ホ
テ
ル
札
幌
駅
前
」
で
開
催

し
た
。
前
段
行
事
の
講
演
会
に
は
札
幌
・
真
駒

内
・
苗
穂
・
島
松
の
各
駐
屯
地
か
ら
現
職
幹
部

自
衛
官
8
名
、
宮
嵜
氏
の
同
期
生
3
名
の
出
席

を
得
た
。各
修
親
会
長
及
び
部
隊
長
の
ご
理
解・

ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
。

　

宮
嵜
氏
の
講
演
は
「
中
国
の
本
質
・
軌
跡
と

最
近
の
政
治
・
経
済
・
軍
事
情
勢
」
を
演
題
に
、

①
中
国
の
本
質
・
軌
跡
、
②
最
近
の
中
国
情
勢

（
政
治
・
経
済
・
社
会
）、
③
人
民
解
放
軍
の
動

向
・
地
政
学
・
台
湾
危
機
、
④
最
近
の
中
国
情

勢
と
今
後
に
つ
い
て
1
時
間
半
に
わ
た
り
、
防

衛
駐
在
官
及
び
情
報
本
部
中
国
分
析
課
長
と
し

て
の
実
体
験
な
ど
を
踏
ま
え
て
の
熱
弁
を
拝
聴

し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
導
入
と
し
て
、
防
衛
駐
在
官
当
時
、
中

国
と
ロ
シ
ア
・
北
朝
鮮
と
の
国
境
に
接
し
、
国

境
の
重
要
性
と
国
境
防
衛
の
難
し
さ
を
強
く
認

識
し
た
。

　

次
に
中
国
の
本
質
・
軌
跡
に
つ
い
て
は
、

・
中
国
は
中
華
思
想
が
核
で
あ
り
そ
れ
は
天
に

相
当
す
る
。
天
下
の
支
配
者
（
天
子
）
た
る
習

氏
に
す
べ
て
の
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

・
毛
沢
東
、
鄧
小
平
、
習
近
平
と
続
い
て
き
た

中
国
70
年
の
軌
跡
で
あ
る
が
、
い
ま
、
習
氏
は

民
族
の
偉
大
な
る
復
興
を
旗
印
に
挙
げ
て
い
る

も
の
の
共
産
党
を
掌
握
で
き
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
。

　

最
近
の
中
国
情
勢
と
し
て
は
、

・
政
治
で
は
、
チ
ャ
イ
ナ
7
の
習
派
占
有
、
国

防
大
臣
の
逮
捕
等
権
力
闘
争
が
行
わ
れ
て
い
る
。

・
経
済
で
は
、
不
動
産
バ
ブ
ル
の
崩
壊
、
失
業

問
題
の
顕
在
化
で
停
滞
気
味
で
あ
る
。

・
社
会
で
は
、若
者
の
意
欲
低
下
が
み
ら
れ
る
。

　

現
在
の
軍
事
戦
略
は
、

・
第
1
列
島
線
（
沖
縄
〜
台
湾
〜
）
と
第
2
列

島
線（
東
京
〜
グ
ア
ム
〜
）に
よ
る
領
域
拒
否
・

接
近
阻
止
戦
略
で
あ
る
。

・
台
湾
攻
撃
に
は
3
つ
の
作
戦
が
予
想
さ
れ
る

が
、包
囲
作
戦
が
優
先
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

中
国
の
作
戦
に
対
し
て
日
本
は
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
下
の
ア
メ
リ
カ
、
香
港
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

イ
ギ
リ
ス
、
そ
し
て
韓
国
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
と
と
も
に
対
応
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

最
後
に
、
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
た
。

・
直
近
の
中
国
で
は
、
長
老
の
習
主
席
へ
の
圧

力
や
、
人
民
解
放
軍
の
習
主
席
へ
の
対
応
に
変

化
が
見
ら
れ
、
今
後
と
も
中
国
の
動
き
は
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

聴
講
者
か
ら
は
「
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
報

道
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
生
々
し
い
内
容
が
多

く
、
目
か
ら
う
ろ
こ
が
落
ち
た
思
い
が
し
た
」

と
か
、「
今
後
と
も
中
国
を
含
む
極
東
情
勢
に

関
心
を
持
っ
て
い
き
た
い
」
と
の
感
想
が
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
感
想
を
踏
ま
え
、
今
後
の
陸

修
偕
行
会
の
活
動
に
お
い
て
は
現
職
幹
部
の
み

な
ら
ず
賛
助
会
員
と
の
結
び
つ
き
を
一
層
深
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

　

後
段
は
国
歌
斉
唱
、
今
回
お
知
ら
せ
を
い
た

だ
い
た
物
故
会
員
4
名
へ
の
黙
祷
の
あ
と
、
幕

僚
副
長
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、「
方
面
隊
殉
職
隊

員
追
悼
式
、
創
立
記
念
行
事
、
各
地
の
慰
霊
祭

参
加
な
ど
諸
行
事
に
対
す
る
偕
行
会
の
活
動
に

敬
意
を
表
し
、
陸
修
偕
行
社
、
北
海
道
偕
行
会

の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
り
ま
す
」
と
北
海
道
偕

行
会
の
活
動
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

法
人
賛
助
会
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
ホ
ク
ユ
ー
パ
ッ
ク
㈱
の
野
田
清
道
会
長
か
ら

は
、「
こ
の
会
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
自
衛
官
、
自

衛
隊
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
日

本
が
今
存
在
す
る
の
は
、
自
衛
官
・
自
衛
隊
の

お
か
げ
で
あ
る
こ
と
に
、
国
民
は
も
っ
と
感
謝

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
心
強
い
挨
拶
が

あ
り
、
同
氏
の
発
声
で
乾
杯
の
の
ち
懇
談
に

移
っ
た
。

　

本
席
に
は
陸
士
60
期
の
先
輩
が
参
加
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
参
加
者
一
同
、
お

話
し
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
が
、

急
遽
欠
席
と
な
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

　

参
加
者
各
人
の
近
況
報
告
で
は
、「
努
力
を

重
ね
て
文
学
博
士
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」、「
在
職
間
、
ラ
グ
ビ
ー
に
精
魂
を
傾
け
て

大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」、

「
現
職
時
、
先
輩
か
ら
偕
行
会
員
勧
誘
の
檄
が

あ
り
、多
く
の
方
を
入
会
に
導
き
ま
し
た
」、「
こ

の
冬
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
き

ま
す
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
感

激
・
感
銘
の
言
葉
が
上
が
っ
た
。

　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
定
刻
を
迎
え
、

恒
例
の
「
隊
歌
演
習
」
は
北
部
方
面
隊
歌
「
お

お
拓
け
行
く
北
海
の
…
」
を
幕
僚
副
長
を
中
心

に
大
合
唱
し
、
締
め
に
は
陸
上
自
衛
隊
の
広
報

活
動
に
協
力
し
て
い
る
映
像
作
家
・
小
島
肇
会

員（
陸
自
75
）の
音
頭
で
意
気
軒
昂
に
万
歳
三
唱
、

来
年
の
再
会
を
約
し
て
大
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

　

北
海
道
偕
行
会
の
今
年
度
の
事
業
は
、
本
大
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会
を
も
っ
て
大
き
な
活
動
を
終
了
し
た
。
来
年

度
以
降
も
、
会
員
相
互
の
融
和
団
結
を
図
り
、

現
職
隊
員
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
つ
つ
、
各
地

慰
霊
祭
で
英
霊
に
敬
意
を
表
し
、
講
話
等
に
よ

り
安
全
保
障
関
連
の
普
及
を
図
り
、
創
立
記
念

行
事
及
び
追
悼
式
で
の
現
役
支
援
に
尽
力
す
る

所
存
で
あ
る
。

　

懇
親
会
参
加
者
（
既
出
者
を
除
く
）
は
、
星

野
利
秋
（
陸
自
59
）、
岡
部
榮
（
陸
自
62
）、
木

村
清
順
（
陸
自
65
）、
相
馬
隆
義
（
陸
自
75
）、

井
上
和
男（
同
上
）、鎌
田
順
一
朗（
同
上
）、佐
々

木
政
弘
（
陸
自
76
）、斗
賀
山
信
義
（
陸
自
86
）、

瀬
田
克
己
（
陸
自
93
）、
北
田
勝
二
（
陸
自
104
）

陸
自
支
援
防
衛
講
話
を

　青
森
県
偕
行
会
が
主
催

会
長　

稲
村　

孝
司　

陸
自
75

　

青
森
県
偕
行
会
は
、
明
治
37
年
第
3
軍
が

二
〇
三
高
地
を
占
領
し
た
12
月
5
日
（
木
）、
青

森
市
県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
県
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

青
森
県
偕
行
会
主
催
防
衛
講
話
を
開
催
し
た
。

　

開
催
の
趣
旨
は
、
令
和
6
年
4
月
か
ら
陸
修

偕
行
社
と
な
り
、「
安
全
保
障
に
関
す
る
調
査
・

研
究
・
提
言
及
び
普
及
」
が
第
一
の
目
的
と
な

り
、
そ
の
事
業
と
し
て
防
衛
講
話
の
開
催
が
主

要
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
社

の
後
援
を
受
け
、
第
9
師
団
及
び
青
森
地
方
協

力
本
部
に
対
す
る
協
力
と
し
て
、
同
師
団
、
地

方
協
力
本
部
の
幹
部
自
衛
官
及
び
上
級
陸
曹
に

対
し
、
防
衛
講
話
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
青
森
駐
屯
地
修
親
会
、
青

森
地
方
協
力
本
部
、
青
森
県
隊
友
会
及
び
青
森

県
家
族
会
の
協
賛
を
得
る
こ
と
と
し
た
。

　

講
師
は
、
令
和
4
年
8
月
ま
で
9
師
団
長
を

務
め
ら
れ
た
亀
山
慎
二
氏
を
迎
え
る
こ
と
と
し

た
。
同
氏
は
、
師
団
長
、
旅
団
長
及
び
戦
車
連

隊
長
の
指
揮
官
職
を
務
め
、
情
報
職
域
と
し
て

中
央
情
報
隊
長
兼
ね
て
陸
上
総
隊
情
報
部
長
、

陸
幕
運
用
支
援
・
情
報
部
情
報
課
長
及
び
同
地

域
情
報
班
長
（
旧
調
査
2
課
2
班
・
海
外
情
報
）

を
務
め
ら
れ
た
。

　

講
演
は
、
平
日
の
こ
と
も
あ
り
午
後
5
時
開

始
と
な
り
、
講
演
5
分
前
に
は
師
団
長
を
最
終

者
と
し
て
、
聴
講
者
が
青
森
駐
屯
地
修
親
会
員

1
0
3
名
、
最
先
任
等
上
級
陸
曹
24
名
を
中

心
に
、
地
方
協
力
本
部
、
隊
友
会
、
家
族
会
及

び
偕
行
会
の
会
員
等
24
名
の
合
計
1
5
1
名

の
大
人
数
と
な
り
席
に
着
い
た
。

　

演
題
「
我
が
国
の
周
辺
で
起
き
て
い
る
こ
と

〜
O
B
の
雑
感
〜
」
と
さ
れ
、
中
国
軍
、
北

朝
鮮
、
ロ
シ
ア
軍
の
状
況
、
特
に
海
空
軍
の
活

動
状
況
を
防
衛
白
書
及
び
統
幕
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
の
公
開
資
料
を
基
に
、
過
去
か
ら
現
在
に
至

る
変
化
を
分
か
り
や
す
く
述
べ
ら
れ
た
。
我
が

国
周
辺
の
軍
事
情
勢
は
、
最
も
厳
し
い
状
況
に

あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

　

さ
ら
に
、
情
報
活
動
に
つ
い
て
も
、
平
時
か

ら
の
体
制
・
態
勢
の
構
築
の
必
要
性
、
情
報
の

分
析
、
評
価
の
重
要
性
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

約
1
時
間
45
分
の
講
演
が
終
わ
り
質
疑
応
答

と
な
っ
た
。
第
1
の
質
問
は
「
偽
情
報
を
見
分

け
る
コ
ツ
は
？
」
で
あ
り
、
回
答
は
「
私
が
知

り
た
い
」
と
冗
談
を
交
え
て
「
情
報
の
分
析
、

評
価
で
あ
り
、
裏
付
け
、
関
連
情
報
の
収
集
な

ど
」
と
答
え
ら
れ
た
。
第
2
の
質
問
は
「
我
が

国
の
周
辺
諸
国
軍
事
情
勢
は
最
も
厳
し
い
状
況

と
感
じ
て
い
る
が
、
中
国
、
北
朝
鮮
及
び
ロ
シ

ア
は
ど
の
様
に
感
じ
て
い
る
の
か
？
」
で
あ
っ

た
。
回
答
は
「
チ
ャ
ン
ス
だ
と
感
じ
て
い
る
で

し
ょ
う
」と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
後
の
質
問

は「
台
湾
有
事
生
起
の
可
能
性
は
？
」
で
、
回

答
は
「
中
国
軍
の
意
志
と
能
力
で
あ
る
が
、
台

湾
侵
攻
の
意
志
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
能
力
は
未

だ
不
十
分
だ
ろ
う
」
で
あ
っ
た
。
予
定
の
2
時

間
は
ア
ッ
と
言
う
間
に
終
わ
り
、
第
2
部
「
懇

親
会
」
に
移
行
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
講
師
宿
泊
ホ
テ
ル
近
傍
の
「
竹

林
坊
」
で
午
後
7
時
45
分
か
ら
始
ま
っ
た
。
同

店
は
、
郷
土
料
理
が
評
判
の
和
食
店
で
あ
る
。

　

参
加
者
は
、
講
師
を
始
め
、
師
団
長
、
副
師

団
長
、
5
普
連
長
、
業
務
隊
長
、
協
力
本
部
長

の
主
要
指
揮
官
、
修
親
会
監
事
、
隊
友
会
長
及

び
家
族
会
長
等
14
名
で
あ
っ
た
。
開
会
の
こ
と

ば
の
あ
と
、
ま
ず
藤
岡
師
団
長
に
よ
る
「
亀
山

講
師
歓
迎
の
こ
と
ば
」、
引
き
続
き
野
呂
家
族

会
会
長
の
乾
杯
の
発
声
、約
30
分
の
懇
談
の
後
、




